
各朝鮮高級学校の審査基準適合状況

北海道朝鮮初中高級学校 茨城朝鮮初中高級学校 東京朝鮮中高級学校

3年 3年 3年

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８１０時間

１学年　１，０８５時間
２学年　１，０８５時間
3学年　　　８０６時間

１学年　１，１２０時間
２学年　１，１２０時間
3学年　　　８０８時間

各学年　１学級　定員40名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

各学年　定員９０名
※学年ごとの学級数の定めはなし
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

各学年　１２学級　定員１，４４０名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当学齢に達し、こ
れと同等以上の学力を有すると認められた者。

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当年齢に達し、こ
れと同等以上の学力を有すると認められた者。

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当年齢に達し、こ
れと同等以上の学力を有すると認められた者。

（選択教科）
②③：美術、情報、音楽、英語、生活科学、数学

（選択教科）
②③：朝鮮文学、世界文学、音楽、美術

（選択教科）
②(文)③(文)：音楽、美術、書芸、専攻中国語、専攻国
語、専攻日本語、専攻英語

※１　①～③は学年に該当。 ※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理数系の別。
※２　２学年は、文系のみ。

※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理数系・商業情
報系の別。

生徒数の区分

８０人まで

生徒数－８０
　　　 ４０

生徒数－２００
　　　　５０

生徒数－４００
　　　　６０

　総面積：１８，０９２㎡
　　校　 舎：　２，５１５㎡
　　運動場：１０，０２０㎡
　　その他：　５，５５７㎡
※校舎は建築面積

　総面積：１７，０３２㎡
　　校　 舎：　３，７８９㎡
　　運動場：　７，８７０㎡
　　その他：　５，３７３㎡
※校舎は建築面積

　総面積：２５，４９０㎡
　　校　 舎：　３，５５９㎡
　　運動場：１４，８０４㎡
　　その他：　４，４３７㎡
※校舎は建築面積

（主な教室等）
・普通教室（４）　２２４㎡
・図書室　４８㎡
・職員室　７０㎡
・理科室　７０㎡
・家庭科室　４８㎡
・音楽室　７０㎡
・美術室　４８㎡
・コンピューター室　５６㎡
・医務室　１５㎡
・体育館　１，０８９０㎡

（主な教室等）
・普通教室（６）　３１５㎡
・理科室　６８㎡
・音楽室　６０㎡
・図書室　５３㎡
・保健室　２６㎡
・体育館　１，２７３㎡

（主な教室等）
・普通教室（１９）　１，１７８㎡
・理科室　１４１㎡
・音楽室　１４５㎡
・教員室　１８６㎡
・図書室　１２４㎡
・コンピューター室１２４㎡
・保健室　３１㎡
・体育館　５，８４８㎡

生徒数の区分

４０人まで

４１人以上

・図書(１２，６００冊）
・情報（パソコン２５点、プリンター２点ほか）
・家庭（ミシン１５点ほか）
・保健体育（跳び箱５点、マット１５点ほか）
・理科（ガスバーナー６点、顕微鏡８点ほか）
・社会（地図１５点ほか）
・音楽（ピアノ５点吹奏楽楽器類２０点ほか）
・英語（英会話用ＤＶＤ３０点ほか）
・朝鮮語（会話用ＤＶＤ３０点ほか）

・図書（３，５００点）
・情報（コンピューター２０点）
・理科（顕微鏡１１点、標本３５点）
・家庭（調理台４点、コンロ７点）
・保健体育（跳び箱５点、マット２０点）
・音楽（ピアノ２点）
・美術（石膏見本５点）

・図書（２，８９０点）
・社会（世界地形図１点、世界地図１点）
・理科（顕微鏡１６点、電流計１６点ほか）
・保健体育（跳び箱２点、野球練習用クラブ３０点ほか）
・音楽（ピアノ２点、キーボード２０点ほか）
・情報（パソコン４０点、プリンター２点ほか）
・美術（作業台１６点、イーゼル３０点ほか）

②情報の積極的な提供
・学校通信・学級通信・HP

②情報の積極的な提供
・学校新聞、学級・寄宿舎通信・ホームページ・教育会
理事会・父母会

②情報の積極的な提供
・ホームページ

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　3回　　　評議員会　3回

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　１回　　　評議員会　１回
※理事会は、常任理事会（寄附行為上の規定なし）を月1回程度行っている。

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　9回　　　評議員会　6回

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）①②（文）③
　・社会①②（文）③
　・現代朝鮮歴史①②（文）③
　・朝鮮歴史③
　・世界歴史②（文）
　・世界地理①
　・数学①②（文）③
　・理科①②（文）③（文）
　・物理③（理）
　・生物③（理）
　・日本語①②（文）③
　・英語①②（文）③
　・保健体育①②（文）③
　・音楽①②（文）③（文）
　・美術①②（文）③
　・情報処理①②（文）

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・社会
　・朝鮮歴史③
　・朝鮮現代歴史
　・世界歴史②
　・世界地理①
　・数学
　・理科
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・情報処理①

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・社会
　・朝鮮歴史③
　・現代朝鮮歴史
　・世界歴史②
　・世界地理①
　・数学①②（文・商情）③（文）
　・理科①②（文・商情）③（文）
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・数学②(理)③(理)
　・物理②(理)③(理)
　・化学②(理)③(理)
　・生物②(理)③(理)
　・情報理論②(商情)
　・情報実技②(商情)③(商情)
　・情報会計③(商情)
　・計算②(商情)③(商情)
　・簿記②(商情③(商情)
　・商業一般③(商情)

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

（校舎の面積）
　　５，１７０㎡(７７５)㎡
　　＊高等部：４，７６１㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

（校舎の面積）
　８，６８９㎡(３，７００)㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

　（設備）
第11条　指定教育施設は、目的、生徒数又は課程に応
じ、必要な種類及び数の機械、器具、標本、図書その他
の設備を備えなければならない。

規　　程

（校地等）
第８条　指定教育施設は、次条に定める校舎等を保有
するに必要な面積の校地を備えなければならない。
２ 指定教育施設は、前項の校地のほか、目的に応じ、
運動場その他必要な施設の用地を備えなければならな
い。

（校舎等）
第９条　指定教育施設の校舎には、目的、生徒数又は
課程に応じ、教室、教員室、事務室その他必要な附帯施
設を備えなければならない。
２ 指定教育施設の校舎には、前項の施設のほか、なる
べく図書室、保健室等を備えるものとする。

３＋

６＋

（修業年限）
第２条　指定教育施設の修業年限は、原則として３年以
上とする。

（授業時数）
第３条　指定教育施設の授業時数は、学科ごとに、１年
間にわたり800時間以上とする。

２００＋２．５×（生徒数－４０）

１０＋

２　前項の教員の数の半数以上は、専任の教員（常勤の
校長が教員を兼ねる場合にあっては、当該校長を含
む。）でなければならない。ただし、専任の教員数は、３
人を下ることができない。

（教員の資格）
第７条　指定教育施設の教員は、次の各号のいずれか
に該当する者で、教職に関する専門的教育を受け、その
担当する教育に関し、専門的な知識等を有するものでな
ければならない。
　　(略）

教　員　数

８１人から２００人まで

２０１人から４００人まで

（同時に授業を行う生徒）
第４条　指定教育施設において、一の授業科目について
同時に授業を行う生徒数は、40人以下とする。ただし、
特別の事由があり、かつ、教育上支障のない場合は、こ
の限りでない。

４０１人以上

３

（授業科目）
第５条
　指定教育施設においては、中学校又はこれに準ずる
学校を卒業した者等に対して、中学校又はこれに準ずる
学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じ
て、高度な普通教育に類する教育を施すにふさわしい授
業科目を開設しなければならない。

（教員数）
第６条　指定教育施設に置かなければならない教員の
数は、次の表に定めるところによる。

　（適正な学校運営）
第13条　前条に規定するもののほか、指定教育施設
は、高等学校等就学支援金の授業料に係る債権の弁済
への確実な充当など法令に基づく学校の運営を適正に
行わなければならない。

①自己評価
・自己点検・評価：実施なし・公表なし（２３年度中に実
施予定）
・学校関係者点検・評価：実施なし・公表なし（２３年度
中に実施予定）

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり

①自己評価
・自己点検・評価：保護者の意見をとる程度・HPで保
護者向けに公表
・学校関係者点検・評価：実施なし・公表なし

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり（閲覧できる者：学校関係者及
び父兄)

①自己評価
・自己点検・評価：実施している（職員会議での自己点検、
保護者会で結果を報告）
・学校関係者点検・評価：実施している（授業参観、保護者
会、教育会総会で自己評価の結果を公表し、意見を求め
る）

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり

（校舎の面積）
　６，１１５㎡(４００)㎡
　＊高等部：３，９０７㎡

　※１　延床面積
　※２　（）内は規程に基づく必要面積

　　（情報の提供等）
第12条　指定教育施設においては、学校教育法第134
条第２項において準用する同法第42条及び第43条並び
に学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号） 第
190条において準用する同規則第66条第１項の規定に
よる学校運営の状況に関する自己評価及びその結果の
公表並びに情報の積極的な提供、私立学校法（昭和24
年法律第270号）第64条第５項において準用する同法第
47条第１項及び第２項の規定による財産目録等の備付
け及び閲覧、その他の法令に基づく情報の提供等が適
正に行われなければならない。

（校舎の面積）
第10条　指定教育施設の校舎の面積は、次の表に定め
る面積以上とする。ただし、地域の実態その他により特
別の事情があり、かつ、教育上支障がない場合は、この
限りでない。

面積（平方メートル）

２００

・教員の数　６（４）

・専任教員の数　６（３）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

・教員の数　１２（８）

・専任教員の数　１１（４）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

・教員の数　４５（２８）

・専任教員の数　３７（１４）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数
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各朝鮮高級学校の審査基準適合状況

生徒数の区分

８０人まで

生徒数－８０
　　　 ４０

生徒数－２００
　　　　５０

生徒数－４００
　　　　６０

生徒数の区分

４０人まで

４１人以上

　（設備）
第11条　指定教育施設は、目的、生徒数又は課程に応
じ、必要な種類及び数の機械、器具、標本、図書その他
の設備を備えなければならない。

規　　程

（校地等）
第８条　指定教育施設は、次条に定める校舎等を保有
するに必要な面積の校地を備えなければならない。
２ 指定教育施設は、前項の校地のほか、目的に応じ、
運動場その他必要な施設の用地を備えなければならな
い。

（校舎等）
第９条　指定教育施設の校舎には、目的、生徒数又は
課程に応じ、教室、教員室、事務室その他必要な附帯施
設を備えなければならない。
２ 指定教育施設の校舎には、前項の施設のほか、なる
べく図書室、保健室等を備えるものとする。

３＋

６＋

（修業年限）
第２条　指定教育施設の修業年限は、原則として３年以
上とする。

（授業時数）
第３条　指定教育施設の授業時数は、学科ごとに、１年
間にわたり800時間以上とする。

２００＋２．５×（生徒数－４０）

１０＋

２　前項の教員の数の半数以上は、専任の教員（常勤の
校長が教員を兼ねる場合にあっては、当該校長を含
む。）でなければならない。ただし、専任の教員数は、３
人を下ることができない。

（教員の資格）
第７条　指定教育施設の教員は、次の各号のいずれか
に該当する者で、教職に関する専門的教育を受け、その
担当する教育に関し、専門的な知識等を有するものでな
ければならない。
　　(略）

教　員　数

８１人から２００人まで

２０１人から４００人まで

（同時に授業を行う生徒）
第４条　指定教育施設において、一の授業科目について
同時に授業を行う生徒数は、40人以下とする。ただし、
特別の事由があり、かつ、教育上支障のない場合は、こ
の限りでない。

４０１人以上

３

（授業科目）
第５条
　指定教育施設においては、中学校又はこれに準ずる
学校を卒業した者等に対して、中学校又はこれに準ずる
学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じ
て、高度な普通教育に類する教育を施すにふさわしい授
業科目を開設しなければならない。

（教員数）
第６条　指定教育施設に置かなければならない教員の
数は、次の表に定めるところによる。

　（適正な学校運営）
第13条　前条に規定するもののほか、指定教育施設
は、高等学校等就学支援金の授業料に係る債権の弁済
への確実な充当など法令に基づく学校の運営を適正に
行わなければならない。

　　（情報の提供等）
第12条　指定教育施設においては、学校教育法第134
条第２項において準用する同法第42条及び第43条並び
に学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号） 第
190条において準用する同規則第66条第１項の規定に
よる学校運営の状況に関する自己評価及びその結果の
公表並びに情報の積極的な提供、私立学校法（昭和24
年法律第270号）第64条第５項において準用する同法第
47条第１項及び第２項の規定による財産目録等の備付
け及び閲覧、その他の法令に基づく情報の提供等が適
正に行われなければならない。

（校舎の面積）
第10条　指定教育施設の校舎の面積は、次の表に定め
る面積以上とする。ただし、地域の実態その他により特
別の事情があり、かつ、教育上支障がない場合は、この
限りでない。

面積（平方メートル）

２００

神奈川朝鮮中高級学校 愛知朝鮮中高級学校 京都朝鮮中高級学校

3年 3年 3年

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８００時間

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８００時間

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８１０時間

各学年　５学級　定員２００名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

各学年　７学級　定員２５０名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

各学年　４学級　定員１５０名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

○入学資格
　中級部を卒業、又はこれと同等以上の学力があると
校長が認定した朝鮮人子弟

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当年齢に達し、こ
れと同等以上の学歴を有すると認められた者。

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当年齢に達し、こ
れと同等以上の学力を有すると認められた者。

（選択教科）
②（文）③（文）：２言語演習、英会話、朝鮮語専門、
reading、文章演習、商業、情報、音楽、美術
②（理）：化学、生物

（選択教科）
②③：数学（文系）、数学（理系）、物理、化学、生物、
情報処理Ｂ、英会話、音楽
②：世界史
③：2言語演習

（選択教科）
②③：情報、美術、英会話

※１　①～③は学年に該当。（　）は、文科系・理科系の別。 ※１　①～③は学年に該当。 ※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理系の別。

　総面積：１７，６４７㎡
　　校　 舎：　２，２６９㎡
　　運動場：　７，４８５㎡
　　その他：　７，９８３㎡
※校舎は建築面積

　総面積：２６，０５９㎡
　　校　 舎：　１，２７９㎡
　　運動場：２１，３４４㎡
　　その他：　３，４３６㎡
※校舎は建築面積

　総面積：４９，６８６㎡
　　校　 舎：　１，７４５㎡
　　運動場：　３，７１０㎡
　　その他：４４，２３０㎡
※校舎は建築面積

（主な教室等）
・普通教室（１８）　９８７㎡
・実習室（７）１０５２㎡
・教員室　１４０㎡
・事務室　４３㎡
・図書室　１０６㎡
・保健室　２９㎡
・体育館　１，４１４㎡

（主な教室等）
・普通教室（６）　３３６㎡
・図書室　５６㎡
・保健室　２５㎡
・職員室　８４㎡
・理科室　１２６㎡
・音楽室　５６㎡
・コンピューター室　１１２㎡
・視聴覚室　５６㎡
・教務部事務室　２５㎡
・体育館　２，３９１㎡

（主な教室等）
・普通教室（７）　４７３㎡
・図書室　６８㎡
・コンピューター室　６８㎡
・美術室　６８㎡
・音楽室　６０㎡
・理科室　８２㎡
・職員室　１０１㎡
・事務室　９５㎡
・体育館　４８６㎡

・図書（５，０１３点）
・情報（パソコン２６点、デジタルビデオカメラ１点ほか）
・理科（実態顕微鏡５点、力学台車４点ほか）
・保健体育（バスケットボｰル20点、サッカｰボｰル30点
ほか）
・英語（カセットデッキ６点）
・芸術（ティンパニー３点）

・図書（約１，２００点）
・情報（コンピューター３２点、プロジェクター１点）
・体育（跳び箱３点、マット８点ほか）
・理科（顕微鏡１０点、誘導コイル１点ほか）
・社会（世界、アジア、ヨーロッパ、アメリカ地図各１点ほか）
・芸術（ピアノ１点、シンセサイザー１点ほか）
・朝鮮語・英語（ＣＤデッキ３点）

・図書（２，４５０点）
・情報（コンピューター４５点）
・体育（バレーボールネットポール１式、バスケットボー
ルゴール１式ほか）
・芸術（ピアノ５点、エレクトーン１点ほか）
・美術（石膏像６点、キャンパス４０点）
・理科（顕微鏡６点、実験用具３００点ほか）

②情報の積極的な提供
・教育活動について、毎月末に報告書を作成し、各家庭に
配布。学校運営については、保護者会において報告。

②情報の積極的な提供
・公開授業、父母会、教育会総会での事業報告、ホー
ムページ、高級部通信・寄宿舎通信

②情報の積極的な提供
・保護者対象の集会で公表。今後、ＨＰ等で公表する
予定。

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　4回　　　評議員会　4回

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　3回　　　評議員会　3回

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　7回　　　評議員会　5回

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・社会
　・朝鮮現代史
　・朝鮮歴史③
　・世界歴史②（文）
　・世界地理①
　・数学
　・理科①②（文）③（文）
　・物理②(理)③（理）
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・情報A①

○授業科目
（必修教科）
　・朝鮮語
　・朝鮮史③（文）
　・現代朝鮮史
　・社会
　・世界史②（文）
　・世界地理①
　・理科①②（文）③（文）
　・物理②（理）③（理）
　・化学②（理）③（理）
　・生物②（理）③（理）
　・数学
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①②（文）③（文）
　・2言語演習②（文）③（文）
　・美術①
　・情報処理①

○授業科目
（必修教科）
　・現代朝鮮史
　・社会
　・朝鮮史③
　・世界地理①
　・国語（朝鮮語）
　・数学①③
　・理科
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・情報処理

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

（校舎の面積）
　６，６９０㎡(８５０)㎡
　＊高等部：６，２９５㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

（校舎の面積）
　５，４７２㎡(１，３００)㎡
　＊高等部：４，３５９㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

（校舎の面積）
　４，７９４㎡(８５０)㎡
　＊高等部：３，３１０㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

①自己評価
・自己点検・評価：実施なし・公表なし（今後、実施・公
表の予定）
・学校関係者点検・評価：実施あり・公表なし（今後、Ｈ
Ｐ等で公表する予定）

①自己評価
・自己点検・評価：学期ごとの自己点検を実施・職員会議等
において報告
・学校関係者点検・評価：教育会理事会・保護者会・授業参
観等において学校関係者による点検・評価を実施し公表し
ている。

③財産目録の閲覧
 ・備付けなし・閲覧なし

①自己評価
・自己点検・評価：実施あり・公表なし（今後、公表の予
定）
・学校関係者点検・評価：実施なし・公表なし（今年度
中に実施し、公表する予定）

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり（閲覧できる者の範囲）学校関
係者

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり（閲覧できる者の範囲）利害関
係者

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

・教員の数　２５（８）

・専任教員の数　２２（４）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

・教員の数　１４（１２）

・専任教員の数　１４（６）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

・教員の数　１７（１１）

・専任教員の数　１５（６）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数
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各朝鮮高級学校の審査基準適合状況

生徒数の区分

８０人まで

生徒数－８０
　　　 ４０

生徒数－２００
　　　　５０

生徒数－４００
　　　　６０

生徒数の区分

４０人まで

４１人以上

　（設備）
第11条　指定教育施設は、目的、生徒数又は課程に応
じ、必要な種類及び数の機械、器具、標本、図書その他
の設備を備えなければならない。

規　　程

（校地等）
第８条　指定教育施設は、次条に定める校舎等を保有
するに必要な面積の校地を備えなければならない。
２ 指定教育施設は、前項の校地のほか、目的に応じ、
運動場その他必要な施設の用地を備えなければならな
い。

（校舎等）
第９条　指定教育施設の校舎には、目的、生徒数又は
課程に応じ、教室、教員室、事務室その他必要な附帯施
設を備えなければならない。
２ 指定教育施設の校舎には、前項の施設のほか、なる
べく図書室、保健室等を備えるものとする。

３＋

６＋

（修業年限）
第２条　指定教育施設の修業年限は、原則として３年以
上とする。

（授業時数）
第３条　指定教育施設の授業時数は、学科ごとに、１年
間にわたり800時間以上とする。

２００＋２．５×（生徒数－４０）

１０＋

２　前項の教員の数の半数以上は、専任の教員（常勤の
校長が教員を兼ねる場合にあっては、当該校長を含
む。）でなければならない。ただし、専任の教員数は、３
人を下ることができない。

（教員の資格）
第７条　指定教育施設の教員は、次の各号のいずれか
に該当する者で、教職に関する専門的教育を受け、その
担当する教育に関し、専門的な知識等を有するものでな
ければならない。
　　(略）

教　員　数

８１人から２００人まで

２０１人から４００人まで

（同時に授業を行う生徒）
第４条　指定教育施設において、一の授業科目について
同時に授業を行う生徒数は、40人以下とする。ただし、
特別の事由があり、かつ、教育上支障のない場合は、こ
の限りでない。

４０１人以上

３

（授業科目）
第５条
　指定教育施設においては、中学校又はこれに準ずる
学校を卒業した者等に対して、中学校又はこれに準ずる
学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じ
て、高度な普通教育に類する教育を施すにふさわしい授
業科目を開設しなければならない。

（教員数）
第６条　指定教育施設に置かなければならない教員の
数は、次の表に定めるところによる。

　（適正な学校運営）
第13条　前条に規定するもののほか、指定教育施設
は、高等学校等就学支援金の授業料に係る債権の弁済
への確実な充当など法令に基づく学校の運営を適正に
行わなければならない。

　　（情報の提供等）
第12条　指定教育施設においては、学校教育法第134
条第２項において準用する同法第42条及び第43条並び
に学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号） 第
190条において準用する同規則第66条第１項の規定に
よる学校運営の状況に関する自己評価及びその結果の
公表並びに情報の積極的な提供、私立学校法（昭和24
年法律第270号）第64条第５項において準用する同法第
47条第１項及び第２項の規定による財産目録等の備付
け及び閲覧、その他の法令に基づく情報の提供等が適
正に行われなければならない。

（校舎の面積）
第10条　指定教育施設の校舎の面積は、次の表に定め
る面積以上とする。ただし、地域の実態その他により特
別の事情があり、かつ、教育上支障がない場合は、この
限りでない。

面積（平方メートル）

２００

大阪朝鮮高級学校 神戸朝鮮高級学校 広島朝鮮初中高級学校

3年 3年 3年

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８４０時間

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８４０時間

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８００時間

各学年　７学級　定員２８０名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

各学年　５学級　定員１５０名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

８学級　定員３００名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、または相
当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると認められ
た者。
　第1学年の途中または第2学年以上に編入できる者は、相
当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると認められ
た者。

○入学資格
（1）朝鮮中級学校卒業者
（2）公私立中学校卒業者
（3）前記の（1）（2）項と同等の学力を有すると学校長に認められた
者
（4）本校の各部2学年以上に編入することができる者は相当年齢
に達し、全各学年の課程を修了した者と同等以上の学力を有する
と校長が認めた者とする。

○入学資格
　朝鮮人子女で、中級部（中学校）を卒業した者、また
は相当年齢に達し、これと同等以上の学力を有すると
認められた者。
　第2学年以上に編入できる者は、相当年齢に達し、こ
れと同等以上の学力を有すると認められた者。

（選択教科）
②（文）③（文）：日本語演習、英語演習、美術、体育理論、朝鮮語
演習
②（理）③（理）：物理、生物、化学
②（情商）：プログラム演習、商業法規
③（情商）：プログラム演習、課題研究

（選択教科）
②（文）③（文）：英会話、情報処理、2言語演習、音
楽、美術
②（理）③（理）：生物、物理

（選択教科）
②（文）：英語会話、習字、美術、簿記
③（文）：英語会話、習字、美術、簿記、2言語演習

※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理系・情報商業
の別。

※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理系の別。 ※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理数系の別。

　総面積：２９，１５８㎡
　　校　 舎：１２，４３０㎡
　　運動場：１５，４８８㎡
　　その他：　１，２４０㎡
※校舎は建築面積

　総面積：１４，８５４㎡
　　校　 舎：　１，２７８㎡
　　運動場：　７，１６０㎡
　　その他：　６，４１６㎡
※校舎は建築面積

　総面積：１６，４２３㎡
　　校　 舎：　３，２９９㎡
　　運動場：　７，６０３㎡
　　その他：　５，５２１㎡
※校舎は建築面積

（主な教室等）
・普通教室（１９）　１，２１６㎡
・教員室　１９２㎡
・化学室　１２８㎡
・物理室　１２８㎡
・美術室　１２８㎡
・コンピューター室　１２８㎡
・音楽室　７８㎡
・図書室　７８㎡
・保健室　２４㎡
・事務室　６４㎡
・体育館　６，８１２㎡

（主な教室等）
・普通教室（１５）　９４５㎡
・音楽室　１１９㎡
・舞踏室１１９㎡
・ＰＣ室　１１９㎡
・美術室　１１９㎡
・職員室　１２６㎡
・図書室　６３㎡
・理科室　１１２㎡
・保健室　３２㎡
・事務室　２８㎡
・体育館　５７５㎡

（主な教室等）
・普通教室（８）　４４８㎡
・教員室　１０１㎡
・図書室　１３１㎡
・保健室　２１㎡
・家庭科室　６３㎡
・視聴覚室　６３㎡
・音楽室　６３㎡
・美術室　６３㎡
・生物化学室　６３㎡
・物理実験室　６３㎡
・コンピューター室　６３㎡
・体育館　７０６㎡

・図書（約１，５５０点）
・情報（パソコン５０点、プリンター２点ほか）
・保健体育（跳び箱４点、マット８点ほか）
・理科（真空ポンプ１点、顕微鏡３０点ほか）
・社会（世界地形図１点、世界地図４点ほか）
・音楽（ピアノ３点、キーボード５点ほか）
・美術（作業台２点、イーゼル１５点ほか）

・図書（３，７８０点）
・情報（コンピュｰタｰ31点、プロジェクタｰ1点ほか）
・理科（標本１３０点、光学顕微鏡６点ほか）
・保健体育（跳び箱３点、マット３点ほか）
・美術（木工用具４０点、電動器具１０点ほか）
・社会（世界地図３点、世界地形図１点）
・音楽（ピアノ２点、キーボード３０点ほか）

・図書(約２，０００点）
・情報（コンピューター２５点、プリンター１点ほか）
・理科（電流計１点、電圧計１点ほか）
・美術（絵画用机３０点、石膏人物像５点）
・工作（工作台６点、掃除機１点）
・保健体育（ラインカー３点、ハードル９点ほか）
・家庭（調理台１０点、ガスコンロ１０点ほか）
・音楽（ピアノ１台）

②情報の積極的な提供
・教育活動、学校運営、財政決算をＨＰで公表

②情報の積極的な提供
・ホームページ、公開授業、学校通信、年刊誌、学園祭・運動会に
近隣学校生徒等を招待、理事会・評議員会における事業報告

②情報の積極的な提供
・学園通信（今後、ＨＰ、携帯メールなどを利用して実
施する予定)

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　15回　　　評議員会　10回

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　6回　　　評議員会　6回

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　9回　　　評議員会　2回

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

①自己評価
・自己点検・評価：実施あり・公表あり（ＨＰにて公表）
・学校関係者点検・評価：実施あり・公表あり（ＨＰにて
公表）

○授業科目
（必修教科）
　・現代朝鮮史
　・社会
　・国語（朝鮮語）
　・朝鮮歴史③
　・世界歴史②
　・世界地理①
　・数学
　・理科①②（文）③（文）
　・化学②（理）③（理）
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・情報処理①

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・日本語
　・世界史②（文）②（理）
　・朝鮮史③（文）③（理）
　・世界地理①（文）
　・社会①②（文・情商）③
　・数学
　・理科①②（文）③（文）
　・保健体育
　・音楽①②（文）③（文）
　・英語
　・情報Ａ①
　・ビジネス情報②（情商）③（情商）
　・現代朝鮮史
　・文書デザイン②（情商）③（情商）
　・簿記②（情商）
　・原価計算③（情商）
　・商業技術②（情商）③（情商）

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・社会
　・朝鮮歴史③
　・現代朝鮮歴史
　・世界歴史②（文）
　・世界地理①
　・数学
　・理科①②（文）③（文）
　・物理②（理）③（理）
　・化学②（理）③（理）
　・生物②（理）③（理）
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①②(文)③(文)
　・情報①②(文)③(文)

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

①自己評価
・自己点検・評価：実施あり・公表あり（今年度から、公
表用の様式を作成し、ＨＰ等で公表する予定）
・学校関係者点検・評価：実施あり・公表あり（今年度
から、公表用の様式を作成し、ＨＰ等で公表する予定）

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

（校舎の面積）
　５，６１８㎡(２，２００)㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

（校舎の面積）
　４，５９９㎡(１，２２５)㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

（校舎の面積）
　６，５３４㎡(８５０)㎡
　＊高等部：４，３９９㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり

①自己評価
・自己点検・評価：評価なし・公表なし（2011年度中に
実施予定）
・学校関係者点検・評価：理事会等で（口頭で？）実
施。実施及びＨＰでの公表の準備中

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり（閲覧できる者の範囲）理事長
の確認の上閲覧

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり。HPに掲載

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

・教員の数　１５（８）

・専任教員の数　１５（４）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略

・教員の数　３８（１８）

・専任教員の数　３６（９）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

・教員の数　２６（１１）

・専任教員の数　２６（６）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数
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各朝鮮高級学校の審査基準適合状況

生徒数の区分

８０人まで

生徒数－８０
　　　 ４０

生徒数－２００
　　　　５０

生徒数－４００
　　　　６０

生徒数の区分

４０人まで

４１人以上

　（設備）
第11条　指定教育施設は、目的、生徒数又は課程に応
じ、必要な種類及び数の機械、器具、標本、図書その他
の設備を備えなければならない。

規　　程

（校地等）
第８条　指定教育施設は、次条に定める校舎等を保有
するに必要な面積の校地を備えなければならない。
２ 指定教育施設は、前項の校地のほか、目的に応じ、
運動場その他必要な施設の用地を備えなければならな
い。

（校舎等）
第９条　指定教育施設の校舎には、目的、生徒数又は
課程に応じ、教室、教員室、事務室その他必要な附帯施
設を備えなければならない。
２ 指定教育施設の校舎には、前項の施設のほか、なる
べく図書室、保健室等を備えるものとする。

３＋

６＋

（修業年限）
第２条　指定教育施設の修業年限は、原則として３年以
上とする。

（授業時数）
第３条　指定教育施設の授業時数は、学科ごとに、１年
間にわたり800時間以上とする。

２００＋２．５×（生徒数－４０）

１０＋

２　前項の教員の数の半数以上は、専任の教員（常勤の
校長が教員を兼ねる場合にあっては、当該校長を含
む。）でなければならない。ただし、専任の教員数は、３
人を下ることができない。

（教員の資格）
第７条　指定教育施設の教員は、次の各号のいずれか
に該当する者で、教職に関する専門的教育を受け、その
担当する教育に関し、専門的な知識等を有するものでな
ければならない。
　　(略）

教　員　数

８１人から２００人まで

２０１人から４００人まで

（同時に授業を行う生徒）
第４条　指定教育施設において、一の授業科目について
同時に授業を行う生徒数は、40人以下とする。ただし、
特別の事由があり、かつ、教育上支障のない場合は、こ
の限りでない。

４０１人以上

３

（授業科目）
第５条
　指定教育施設においては、中学校又はこれに準ずる
学校を卒業した者等に対して、中学校又はこれに準ずる
学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じ
て、高度な普通教育に類する教育を施すにふさわしい授
業科目を開設しなければならない。

（教員数）
第６条　指定教育施設に置かなければならない教員の
数は、次の表に定めるところによる。

　（適正な学校運営）
第13条　前条に規定するもののほか、指定教育施設
は、高等学校等就学支援金の授業料に係る債権の弁済
への確実な充当など法令に基づく学校の運営を適正に
行わなければならない。

　　（情報の提供等）
第12条　指定教育施設においては、学校教育法第134
条第２項において準用する同法第42条及び第43条並び
に学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号） 第
190条において準用する同規則第66条第１項の規定に
よる学校運営の状況に関する自己評価及びその結果の
公表並びに情報の積極的な提供、私立学校法（昭和24
年法律第270号）第64条第５項において準用する同法第
47条第１項及び第２項の規定による財産目録等の備付
け及び閲覧、その他の法令に基づく情報の提供等が適
正に行われなければならない。

（校舎の面積）
第10条　指定教育施設の校舎の面積は、次の表に定め
る面積以上とする。ただし、地域の実態その他により特
別の事情があり、かつ、教育上支障がない場合は、この
限りでない。

面積（平方メートル）

２００

九州朝鮮中高級学校

3年

１学年　１，０５０時間
２学年　１，０５０時間
3学年　　　８２０時間

各学年　定員１００名
注）実員は情報公開法上の不開示情報に該当するた
め記載を省略している

○入学資格
（1）朝鮮初級学校を卒業した者
（2）日本の公立、私立小学校及び中学校卒業した在日朝
鮮人子女
（3）上記の相当年齢に達し、同等以上の学力を有すると校
長が認めた者。但し、編入学は、学年のはじめにおいて欠
員のある場合に限り、選考の上許可することができる。

（選択教科）
②（文）③（文）：簿記、英語会話、ハングル会話、美術

※１　①～③は学年に該当。（　）は、文系・理数系の別。

　総面積：１２，６８８㎡
　　校　 舎：　１，４２８㎡
　　運動場：　７，２６０㎡
　　その他：　４，０００㎡
※校舎は建築面積

（主な教室等）
・普通教室（６）　３５３㎡
・教員室　１１８㎡
・理科室　８８㎡
・美術室　８９㎡
・家庭科室　８８㎡
・コンピューター室　８９㎡
・図書室　５９㎡
・保健室　２９㎡
・事務室　２３㎡
・体育館２，０９９㎡

・図書（１，７３５点）
・情報（コンピュータ２９点）
・家庭（調理台７点、ガスコンロ８点）
・美術（イーゼル１０点、画板６０点）
・理科（正粒顕微鏡１０点、電流装置１点ほか）
・音楽（世界の民族音楽と楽器１点、世界音楽家肖像画１
点）
・保健体育（跳び箱２点、ホードル１０点ほか）

②情報の積極的な提供
・ホームページ、学年通信、理事会

②理事会等の開催実績
　　平成22年度理事会　4回　　　評議員会　4回

○授業科目
（必修教科）
　・国語（朝鮮語）
　・社会
　・朝鮮歴史③
　・現代朝鮮歴史
　・世界歴史②（文）
　・世界地理①
　・数学
　・理科①②（文）③（文）
　・物理②（理）③（理）
　・化学②（理）③（理）
　・生物②（理）③（理）
　・日本語
　・英語
　・保健体育
　・音楽①
　・情報①②（文）③（文）
　・小論文③（文）

①財務諸表等の作成
財産目録、財務諸表、事業報告書、監査報告書を作
成

（校舎の面積）
　３，２２１㎡(８５０)㎡
　＊高等部：２，８６８㎡

　　※１　延床面積
　　※２　（）内は規程に基づく必要面積

③所轄庁による処分（直近5年間）
 なし

①自己評価
・自己点検・評価：実施あり・公表あり
・学校関係者点検・評価：実施あり・公表あり

③財産目録の閲覧
 ・備付けあり・閲覧あり（閲覧できる者の範囲）学園理
事及び学校関係者

・教員の数　２０（８）

・専任教員の数　１５（４）

 ※１　（）内は規程に基づく必要数

別紙一覧のとおり
注）個人情報を含むため別紙は省略
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